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所
に
碇
泊
し
て
い
た
の
で
、
他
の
船
が
機
関
銃
で
応
戦

し
て
い
た
が
、
二
時
間
位
し
て
敵
機
は
一
斉
に
帰
還
し

た
』
と
記
録
し
て
い
る
。 

 
そ
し
て
、
星
空
の
下
で
眠
り
つ
く
が
、
今
日
の
戦
闘

状
況
が
瞼
に
焼
き
付
い
て
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。 

 

敵
の
サ
イ
パ
ン
島
上
陸
に
よ
り
、
皆
が
追
い
詰
め
ら

れ
た
所
は
谷
間
で
あ
っ
た
。
集
結
し
た
人
員
、
二
千
人

以
上
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。
生
き
残
っ
た

者
に
と
っ
て
、
水
と
食
料
と
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
。 

 

通
信
機
関
が
途
絶
え
、
七
月
七
日
、
サ
イ
パ
ン
島
守

備
隊
は
全
滅
し
た
。 

ベ 

ラ 

ラ 

ベ 

ラ 

島 

戦 

記 

京
都
府 

 

矢 

野 

英 

雄 
 

 

  

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
五
月
十
日
、
海
軍
志
願
兵

と
し
て
舞
鶴
海
兵
団
入
団
、
昭
和
十
六
年
八
月
末
、
舞
鶴

鎮
守
府
第
一
特
別
陸
戦
隊
と
し
て
海
南
島
勤
務
を
経
て
、

館
山
海
軍
砲
術
学
校
対
空
砲
科
を
卒
業
後
、
舞
鶴
海
兵
団

第
四
分
隊
に
入
隊
、
昭
和
十
八
年
二
月
、
呉
・
舞
鶴
両
鎮

守
府
合
同
で
呉
第
七
特
別
陸
戦
隊
が
編
成
さ
れ
、
そ
の
戦

車
隊
員
と
し
て
参
加
す
る
。 

 

そ
し
て
館
山
海
軍
砲
術
学
校
に
陸
戦
隊
員
全
員
が
集
結

し
、
後
、
陸
戦
訓
練
を
受
け
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
中
部

ソ
ロ
モ
ン
群
島
方
面
に
展
開
す
る
。 

 

さ
ら
に
戦
局
重
大
化
の
た
め
、
軍
港
呉
港
よ
り
戦
艦
「
榛

名
」「
金
剛
」
に
分
乗
、
ト
ラ
ッ
ク
島
を
経
て
ラ
バ
ウ
ル
に

上
陸
す
る
。
こ
こ
で
連
日
訓
練
を
重
ね
な
が
ら
待
機
す
る
。 

 

昭
和
十
八
年
四
月
末
、
こ
の
頃
制
海
権
は
す
で
に
ア
メ

リ
カ
軍
に
あ
り
、
呉
七
特
全
部
隊
の
行
動
は
制
約
さ
れ
、
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数
次
に
別
れ
て
サ
ン
タ
イ
サ
ベ
ル
島
へ
進
出
す
る
。
し
か

し
第
一
中
隊
一
部
に
戦
車
隊
等
は
イ
サ
ベ
ル
島
へ
の
進
出

は
不
可
能
と
な
り
、
昭
和
十
八
年
七
月
初
め
、
残
留
部
隊

は
駆
逐
艦
に
て
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
ブ
イ
に
進
出
し
た
。 

  

昭
和
十
八
年
八
月
、
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
ビ
ロ
ア
に
米
軍
六

千
人
上
陸
す
、
と
の
報
に
よ
り
、
ベ
ラ
島
に
米
軍
飛
行
場

の
建
設
を
恐
れ
た
我
が
上
層
部
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め

急
遽
、
陸
軍
よ
り
二
個
中
隊
、
海
軍
よ
り
一
個
中
隊
、
総

勢
五
百
八
十
人
を
ベ
ラ
島
に
上
陸
さ
せ
る
。
私
も
十
三
ミ

リ
対
空
機
銃
の
射
手
と
し
て
、
同
島
に
上
陸
す
る
も
、
六

千
人
対
六
百
人
で
は
、
圧
倒
的
な
兵
力
差
と
敵
火
力
の
前

に
悪
戦
苦
闘
を
重
ね
た
。 

 

本
部
か
ら
の
補
給
も
全
く
な
く
、
食
糧
弾
薬
も
尽
き
、

海
軍
艦
隊
司
令
部
も
、
陸
軍
第
十
七
方
面
軍
司
令
部
も
、

ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
部
隊
玉
砕
や
む
な
し
と
決
定
、
昭
和
十
八
年

十
月
五
日
頃
、
陸
軍
第
十
七
方
面
軍
司
令
官
、
海
軍
第
八

艦
隊
司
令
長
官
よ
り
「
最
後
の
一
員
に
至
る
ま
で
全
力
を

大
君
に
捧
げ
、
皇
国
武
人
の
栄
誉
を
全
う
せ
よ
」
と
玉
砕

命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
私
達
は
見
殺
し
だ
と
隊
員
達
に
動

揺
が
走
る
。
兵
達
は
十
日
余
り
一
粒
の
米
も
口
に
し
て
い

な
い
。
落
下
し
て
い
る
椰
子
の
実
が
貴
重
な
食
糧
で
あ
る
。

全
員
戦
死
を
覚
悟
す
る
。 

 

昭
和
十
八
年
十
月
五
日
、
中
部
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
撤
退

作
戦
、
ム
ン
ダ
島
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
の
将
兵
一
万
有

余
が
成
功
裡
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
に
撤
退
し
た
事
に
よ
り
、

玉
砕
命
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
私
達
の
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
兵

士
も
、
八
月
七
日
の
暗
夜
の
撤
退
作
戦
に
よ
り
無
事
ブ
イ

ン
海
岸
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
官
よ
り
「
諸

君
の
働
き
は
上
聞
に
達
し
、
御
下
賜
の
煙
草
を
賜
っ
て
い

る
。
長
期
に
わ
た
り
御
苦
労
で
し
た
」
と
の
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
あ
り
、
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
隊
は
解
散
、
原
隊
に
帰
る
。

そ
こ
で
よ
う
や
く
米
の
飯
を
口
に
す
る
事
が
で
き
た
。 

  

昭
和
十
八
年
十
月
中
旬
、
高
射
機
銃
小
隊
、
第
一
中
隊

第
三
小
隊
、
速
射
砲
隊
が
モ
ノ
島
に
進
出
す
る
も
、
十
月

三
十
日
、
玉
砕
す
る
。
こ
の
頃
、
ブ
イ
ン
山
対
空
砲
台
の

十
三
ミ
リ
対
空
機
銃
隊
は
陣
地
直
撃
弾
で
七
人
全
員
戦
死
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す
る
。 

 

昭
和
十
八
年
十
月
末
、
チ
イ
セ
ル
島
中
部
に
米
軍
上
陸

の
報
に
よ
り
、
我
が
部
隊
よ
り
予
備
少
尉
を
隊
長
と
し
て

一
個
小
隊
が
チ
イ
セ
ル
島
バ
ン
バ
タ
に
探
敵
の
た
め
出
動

す
る
も
全
滅
。
指
揮
官
と
兵
曹
長
の
小
隊
長
二
人
、
部
下

を
残
し
逃
げ
帰
り
、
敵
前
逃
亡
に
よ
り
軍
法
会
議
に
か
け

ら
れ
る
。 

 

ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
よ
り
撤
退
し
た
私
達
隊
員
の
中
で
「
も

し
か
す
る
と
日
本
に
帰
れ
る
か
も
」
と
言
う
夢
の
よ
う
な

話
が
囁
か
れ
て
い
た
が
と
ん
で
も
な
い
。
減
量
に
な
っ
て

は
い
る
も
の
の
三
度
三
度
の
米
飯
の
お
か
げ
で
体
力
も
少

し
ず
つ
快
愎
し
、
私
達
に
は
チ
イ
セ
ル
島
に
進
出
せ
よ
と

の
命
令
が
出
た
。 

  

昭
和
十
八
年
十
一
月
末
、
ま
た
ま
た
上
陸
用
大
発
に
食

糧
そ
の
他
物
資
と
共
に
乗
船
、
夜
を
待
っ
て
闇
夜
の
中
を

幸
い
に
も
敵
魚
雷
艇
と
の
遭
遇
も
な
く
、
チ
イ
セ
ル
湾
に

突
入
、
た
だ
ち
に
上
陸
、
積
載
物
を
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
隠
し
、

大
発
艇
を
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
木
蔭
に
退
避
さ
せ
、
夜
が
明

け
き
ら
ぬ
内
に
行
動
を
開
始
し
た
。 

 

一
時
間
程
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
獣
道
を
行
く
と
、
深
い
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
に
司
令
以
下
第
一
中
隊
が
布
陣
し
て
い
た
。

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
第
一
、
第
二
中
隊
が
よ
う
や
く

合
流
で
き
た
。
新
任
の
呉
七
特
別
戦
隊
司
令
が
出
迎
え
て

く
れ
た
。
初
代
司
令
、
二
代
目
司
令
官
も
負
傷
の
た
め
、

三
代
目
の
新
司
令
官
で
あ
る
。
こ
の
新
司
令
官
が
戦
争
恐

怖
症
と
な
り
、
部
下
の
将
兵
は
悲
惨
な
苦
労
を
負
わ
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。 

  

チ
イ
セ
ル
島
に
上
陸
以
来
、
敵
駆
逐
艦
、
魚
雷
艇
等
の

砲
撃
を
受
け
る
も
損
害
は
な
く
、
昭
和
十
九
年
を
迎
え
る
。 

 

こ
の
頃
よ
り
司
令
官
の
奇
行
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。

敵
機
の
爆
音
が
近
づ
く
と
兵
隊
た
ち
に
「
コ
ラ
、
動
く
な
！ 

動
く
な
」
と
怒
鳴
り
散
ら
し
、
我
が
身
は
い
ち
早
く
退
避
、

連
日
の
ご
と
く
副
官
以
下
の
士
官
達
を
革
ベ
ル
ト
で
殴
る

等
異
様
な
行
為
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。 

 

昭
和
十
九
年
三
月
、
私
達
の
指
揮
小
隊
本
部
付
近
は
敵

艦
上
爆
撃
機
の
猛
爆
を
受
け
、
小
隊
長
以
下
八
人
は
一
片
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の
肉
片
を
残
す
だ
け
の
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
。
同
時
に

小
隊
食
糧
も
全
部
爆
風
で
飛
ば
さ
れ
、
小
隊
の
食
糧
ゼ
ロ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
転
戦
に
つ
ぐ
転
戦
で
、
隊
員
の
疲

労
も
体
力
消
耗
も
激
し
く
、
食
糧
の
不
足
は
隊
の
全
体
に

及
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
、
第
八
艦
隊
司
令
部

よ
り
各
部
隊
に
対
し
て
「
農
園
を
開
墾
し
自
活
態
勢
を
確

立
せ
よ
」
と
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
が
、
農
園
開
墾
作
業

の
た
め
に
警
備
の
手
薄
と
な
る
こ
と
を
極
端
に
恐
れ
た
司

令
は
、
兵
隊
を
陣
地
に
配
置
し
た
ま
ま
と
し
た
た
め
、
農

園
作
業
に
従
事
し
た
兵
は
病
弱
者
を
の
ぞ
く
と
極
め
て
少

な
く
な
っ
た
。 

 

こ
の
我
が
呉
第
七
特
別
戦
隊
の
自
活
態
勢
は
大
き
く
立

ち
遅
れ
、
遂
に
は
栄
養
失
調
の
隊
員
が
続
出
、
加
え
て
熱

帯
特
有
の
悪
性
マ
ラ
リ
ア
で
戦
病
死
す
る
隊
員
が
日
を
追

う
ご
と
に
増
加
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
よ
う
や
く

本
隊
の
位
置
よ
り
二
キ
ロ
程
離
れ
た
現
住
民
の
焼
畑
農
園

付
近
が
開
墾
さ
れ
、
私
達
五
人
（
下
士
官
一
人
に
兵
隊
四

人
）
が
イ
モ
苗
の
作
付
け
と
農
園
の
管
理
の
た
め
に
軽
機

銃
一
丁
携
行
で
進
出
の
命
を
新
任
の
小
隊
長
よ
り
受
け
、

開
墾
さ
れ
た
農
園
に
行
く
。 

 

本
部
よ
り
遠
く
離
れ
て
、
こ
こ
よ
り
南
に
は
日
本
兵
は

誰
一
人
い
な
い
位
置
に
た
っ
た
五
人
で
あ
る
。
結
果
は
す

ぐ
出
た
。 

  

昭
和
十
九
年
十
月
初
め
、
午
前
中
の
作
業
を
す
ま
せ
、

椰
子
林
の
中
に
建
て
た
掘
立
小
屋
に
帰
り
、
ヤ
ド
カ
リ
や

椰
子
リ
ン
ゴ
等
を
飯
盒
で
炊
い
て
の
昼
食
で
あ
る
。
こ
の

頃
は
食
糧
は
全
く
無
く
、
椰
子
の
実
、
パ
パ
イ
ヤ
、
山
イ

モ
、
ヤ
ド
カ
ニ
、
ヘ
ビ
で
あ
る
。
敵
襲
が
あ
れ
ば
小
銃
一

丁
と
共
に
タ
コ
壷
に
転
げ
込
む
。 

 

「
ト
カ
ゲ
」
「
キ
ノ
コ
」
、
遠
浅
の
珊
瑚
礁
の
海
岸
で
、

引
き
潮
時
に
敵
飛
行
機
の
爆
音
に
注
意
し
な
が
ら
小
魚
や

「
ウ
ツ
ボ
」
貝
を
採
り
、
運
が
よ
け
れ
ば
野
犬
を
撃
ち
殺

し
、「
マ
ム
シ
」「
ト
カ
ゲ
」
等
は
最
高
の
栄
養
で
あ
っ
た
。 

  

い
つ
も
の
よ
う
に
昼
食
を
終
え
て
坂
本
上
水
は
小
銃
を

持
っ
て
海
岸
に
小
魚
採
り
に
、
残
り
四
人
は
い
つ
も
の
よ

う
に
色
気
話
は
全
く
な
く
、
た
だ
天
丼
が
食
べ
た
い
と
か
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大
福
餅
が
う
ま
い
な
ど
と
た
わ
い
な
い
話
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
。
突
然
数
発
の
銃
声
を
聞
い
た
瞬
間
、
尾
崎
兵
曹

は
、
そ
の
場
に
声
も
出
さ
ず
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
た
。
私
も

と
っ
さ
に
小
屋
か
ら
出
て
地
に
伏
す
瞬
間
、
右
手
上
部
に

熱
い
も
の
を
感
じ
る
も
弾
が
当
た
っ
た
事
は
気
付
か
な
い
。

「
敵
襲
だ
！ 

渡
辺
、
木
城
、
坂
本
」
と
大
声
で
呼
ぶ
。 

 

敵
弾
は
プ
シ
ュ
プ
シ
ュ
と
飛
ん
で
く
る
。
木
城
が
海
岸

方
面
に
、
渡
辺
が
陣
地
に
掘
っ
た
タ
コ
壷
か
ら
呼
ん
で
い

る
。
這
伏
前
進
で
行
こ
う
と
す
る
が
前
に
進
め
な
い
。
右

手
を
見
る
と
手
が
ね
じ
れ
た
よ
う
に
な
り
、
血
が
タ
ラ
リ

と
流
れ
、
ザ
ク
ロ
の
よ
う
に
大
き
く
口
を
開
い
て
い
る
。

貫
通
銃
創
だ
が
不
思
議
に
も
痛
さ
は
感
じ
な
い
。
た
だ
「
や

ら
れ
た
」
と
思
っ
た
だ
け
だ
。
渡
辺
上
水
も
足
を
や
ら
れ

た
の
か
、
大
腿
部
の
ズ
ボ
ン
か
ら
血
が
出
て
い
る
。
敵
が

来
た
ら
首
が
飛
ぶ
と
予
感
が
走
る
。
弾
丸
は
近
く
に
ブ
シ

ュ
ブ
シ
ュ
と
飛
ん
で
く
る
。
敵
の
声
は
す
る
が
そ
れ
以
上

は
近
づ
い
て
こ
な
い
。
大
き
な
声
で
「
坂
本
、
渡
辺
、
木

城
」
と
繰
り
返
し
連
呼
し
、
足
を
や
ら
れ
た
渡
辺
が
小
銃

に
弾
を
込
め
、
私
が
敵
の
声
の
す
る
方
向
に
左
手
で
撃
つ
。

そ
れ
の
繰
り
返
し
だ
。
名
前
を
呼
び
な
が
ら
小
銃
を
撃
ち

応
戦
す
る
。 

 

突
然
、
敵
の
方
向
で
、
う
な
る
よ
う
な
大
き
な
声
が
し

た
。
途
端
に
銃
声
が
止
ま
っ
た
。
敵
が
逃
げ
た
の
だ
。
静

か
に
な
っ
た
。
タ
コ
壷
で
渡
辺
と
二
人
で
ゲ
ー
ト
ル
を
裂

き
止
血
し
て
い
る
と
、
渡
辺
が
「
駄
目
で
す
」
と
言
っ
た

途
端
、
う
な
だ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
必
死
に
「
オ
ー
イ

渡
辺
、
渡
辺
」
と
肩
を
た
た
く
と
、
一
瞬
目
を
開
け
る
も
、

ま
た
う
な
だ
れ
て
し
ま
っ
た
。
呼
ん
で
も
呼
ん
で
も
返
事

は
な
い
。
戦
死
と
感
じ
た
。
静
か
で
あ
る
。
本
当
に
静
か

に
な
っ
た
。
付
近
を
見
る
と
尾
崎
兵
曹
が
う
つ
伏
せ
に
倒

れ
て
い
る
。
渡
辺
上
水
は
タ
コ
壷
の
中
で
も
た
れ
て
い
る
。

木
城
と
坂
本
上
水
が
見
当
た
ら
な
い
。
一
人
で
あ
る
。
再

度
の
敵
襲
、
爆
撃
と
頭
の
中
を
よ
ぎ
る
と
、
い
い
よ
う
の

な
い
恐
怖
が
走
る
。
焦
る
が
気
を
取
り
な
お
し
、
本
部
に

報
告
に
行
く
事
を
決
心
、
小
銃
一
丁
左
手
に
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
中
を
本
部
に
向
か
う
。 

 

途
中
、
い
ち
早
く
逃
げ
て
い
た
坂
本
に
追
い
着
く
。
昭

和
十
七
年
の
若
い
志
願
兵
で
あ
る
。
怒
る
事
も
で
き
な
い
。
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川
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ワ
ニ
オ
リ
川
に
到
達
す
る
。

坂
本
が
泳
い
で
渡
り
、
小
隊
本
部
に
報
告
。
本
部
よ
り
折

畳
み
式
伝
馬
舟
で
迎
え
に
き
て
く
れ
た
。
夕
食
を
待
っ
て

大
隊
本
部
に
着
く
。
中
隊
長
と
軍
医
長
が
応
急
手
当
の
用

意
を
し
て
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
中
隊
長
に
状
況
報

告
後
、
軍
医
長
の
手
当
を
受
け
る
。
こ
の
頃
医
薬
も
底
を

つ
き
、
傷
の
手
当
も
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
を
ベ
タ
ベ
タ
と
つ
け
、

板
切
れ
を
当
て
る
だ
け
の
事
だ
っ
た
。 

  

翌
朝
、
急
遽
、
一
個
小
隊
が
現
地
に
索
敵
の
た
め
に
派

遣
さ
れ
、
心
配
し
て
い
た
渡
辺
、
木
城
上
水
の
二
人
を
担

架
に
乗
せ
て
帰
っ
て
来
た
。
無
事
だ
っ
た
の
だ
。
三
人
で

互
い
の
無
事
を
悦
び
あ
う
。
話
を
聞
け
ば
、
木
城
上
水
は

足
を
負
傷
し
て
気
を
失
っ
て
い
た
が
南
国
特
有
の
ス
コ
ー

ル
に
雨
曝
し
と
な
り
、
雨
に
う
た
れ
て
気
が
つ
い
た
と
言

う
。
こ
れ
が
本
当
に
九
死
に
一
生
を
得
る
事
だ
ろ
う
。 

 

元
気
な
兵
隊
で
も
自
分
の
食
糧
確
保
が
困
難
な
こ
の
時

期
、
負
傷
し
た
三
人
の
食
べ
物
は
付
き
人
の
兵
隊
が
つ
く

っ
て
く
れ
る
も
の
の
到
底
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
物
で
は
な

い
。
タ
コ
の
木
の
根
の
中
の
「
茎
」
、
古
い
椰
子
の
実
か
ら

採
っ
た
椰
子
リ
ン
ゴ
等
を
飯
盒
で
炊
い
た
も
の
で
、
う
ま

い
と
か
ま
ず
い
と
か
で
な
く
、
な
に
か
口
に
入
れ
な
く
て

は
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
小
隊
員
の
中
で
も
一
番
元
気
者

の
三
人
は
、
出
血
大
量
の
あ
と
で
も
あ
り
、
栄
養
失
調
症

に
な
る
の
は
早
か
っ
た
。 

 

こ
の
頃
、
こ
の
病
室
か
ら
も
栄
養
失
調
の
た
め
毎
日
の

よ
う
に
戦
病
死
す
る
兵
隊
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

十
月
の
暗
夜
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
ブ
イ
に
連
絡
便
が
出
航
す

る
事
に
な
り
、
私
達
三
人
と
若
干
の
栄
養
失
調
症
の
兵
達

が
乗
船
、「
ブ
イ
」
の
残
留
部
隊
へ
後
送
さ
れ
る
事
と
な
る
。

「
ブ
イ
」
は
農
園
の
開
墾
が
進
み
、
少
し
は
芋
が
収
穫
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

病
室
に
数
人
の
栄
養
失
調

の
病
人
が
入
室
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
熱
帯
地
方
特

有
の
下
腿
潰
瘍
の
患
者
も
多
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

  

ブ
イ
ン
の
病
室
に
入
室
以
来
、
朝
と
夕
食
に
甘
藷
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
時
折
、
同
年
兵
で
海
軍
砲

術
学
校
も
一
緒
で
、
戦
車
隊
の
一
号
車
の
池
上
水
長
が
、
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皆
に
は
内
緒
で
隠
す
よ
う
に
し
て
甘
藷
を
差
し
入
れ
し
て

く
れ
、
戦
友
の
有
り
難
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
甘
藷

は
食
す
る
も
や
は
り
大
人
の
体
力
を
保
持
す
る
だ
け
の
栄

養
に
は
不
足
し
、
衰
弱
し
戦
病
死
す
る
兵
が
続
出
す
る
。

毎
日
寝
て
ば
か
り
で
は
衰
弱
し
て
死
ん
で
し
ま
う
と
考
え
、

無
理
に
も
起
き
上
が
り
、
杖
を
頼
り
に
一
歩
一
歩
と
歩
く

訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

毎
日
毎
日
こ
れ
を
繰
り
返
し
、
少
し
歩
け
る
よ
う
に
な

る
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
飯
盒
を
下
げ
て
「
か
た
つ
む
り
」

や
「
木
の
芽
」
探
し
を
始
め
る
。
「
と
か
げ
」
の
よ
う
な
素

早
い
の
は
到
底
無
理
で
あ
る
。
と
に
か
く
何
で
も
食
べ
る

事
だ
。
し
か
し
生
甘
藷
は
駄
目
だ
っ
た
。
Ｋ
上
水
に
、
生

甘
藷
は
絶
対
に
食
べ
る
な
と
口
煩
く
注
意
し
て
い
た
の
に

隠
す
よ
う
に
し
て
生
甘
藷
を
食
べ
た
。 

 

結
果
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
よ
う
な
猛
烈
な
下
痢
を
起
こ

し
、
別
病
舎
に
移
さ
れ
、
一
晩
中
う
な
っ
て
い
た
が
、
や

が
て
静
か
に
な
り
私
達
が
見
に
行
っ
た
所
、
口
、
鼻
、
目

に
ま
で
も
大
き
な
銀
蝿
が
真
っ
黒
に
な
る
程
た
か
っ
て
い

た
。
本
当
に
哀
れ
な
最
期
で
あ
る
。
衛
生
兵
が
切
り
取
っ

て
く
れ
た
Ｋ
上
水
の
小
指
を
渡
辺
上
水
と
二
人
で
空
き
缶

に
入
れ
、
煙
が
上
が
ら
ぬ
よ
う
に
椰
子
の
乾
燥
コ
プ
ラ
で

焼
い
た
。
こ
れ
は
当
時
の
隊
で
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。 

  

こ
の
頃
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
「
タ
ロ
キ
ナ
」
方
面
で
は
日

本
陸
軍
最
強
と
言
わ
れ
て
い
た
熊
本
の
第
六
師
団
が
悪
戦

苦
闘
、
い
や
死
闘
し
て
い
た
が
、
じ
わ
じ
わ
と
ブ
イ
ン
方

面
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
年
五
月
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
島
決
戦
態
勢
が
決
定
し
た
。
呉
七
陸
戦
隊
も
チ
イ
セ
ル

島
の
全
部
隊
も
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
「
ナ
カ
ロ
」
地
区
に

農
園
を
確
保
し
な
が
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
塹
壕
を
掘
り
決

戦
に
備
え
る
。
半
病
人
や
右
手
が
全
然
曲
が
ら
ず
小
銃
を

持
て
な
い
私
や
兵
隊
は
、
敵
戦
車
に
対
し
体
当
た
り
攻
撃

す
る
対
戦
車
攻
撃
隊
編
成
分
隊
長
と
な
り
、
渡
辺
上
水
ほ

か
元
気
に
農
園
作
業
に
従
事
で
き
ぬ
兵
六
人
が
対
戦
車
地

雷
、
あ
る
い
は
手
榴
弾
を
二
つ
束
ね
、
連
日
戦
車
に
突
撃

す
る
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
緊
迫
し
た
状
況
下
で
も
、
古
い
古
参
の
下

士
官
の
私
達
、
負
傷
し
て
行
動
の
不
自
由
な
者
や
、
農
園
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作
業
に
も
出
ら
れ
ぬ
病
弱
な
兵
隊
達
に
対
し
て
の
嫌
が
ら

せ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同
じ
下
士
官
で

も
最
古
参
の
下
士
官
で
あ
る
、
耐
え
る
し
か
な
い
の
だ
。 

  

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、
私
達
陣
地
の
上
空
を
い
つ

も
の
ご
と
く
敵
機
が
旋
回
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
は
何
か

違
っ
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
木
す
れ
す
れ
を
何
度
と
な
く
旋

回
し
て
い
る
。
恐
る
恐
る
飛
行
機
を
見
る
と
翼
に
日
本
降

伏
と
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
ビ
ラ
を
散
布
し
な
が
ら
飛
行

機
は
去
っ
て
行
っ
た
。
ビ
ラ
を
見
る
と
「
日
本
無
条
件
降

伏
」
と
そ
の
状
況
が
細
部
に
わ
た
り
書
い
て
あ
る
。
中
隊

長
も
飛
ん
で
来
た
。
ビ
ラ
を
見
て 

「
敵
の
謀
略
だ
か
ら
敵
機
が
来
て
も
出
ぬ
よ
う
に
」
と
注

意
さ
れ
る
。 

 

翌
日
も
朝
か
ら
、
日
本
降
伏
と
書
い
た
飛
行
機
が
陣
地

に
飛
来
し
、
上
空
を
旋
回
し
な
が
ら
昨
日
と
同
じ
よ
う
に

「
ビ
ラ
」
を
投
下
散
布
し
た
。
飛
行
機
が
去
っ
た
後
、
陣

地
の
兵
隊
も
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
出
て
来
て
、
農
園
に
落
ち
て
い

る
ビ
ラ
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の
午
後
、
中
隊
長
が
隊
員
全

員
を
集
合
さ
せ
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
事
を
報
告
、
詔

書
を
読
み
上
げ
た
。
す
す
り
泣
き
な
が
ら
聞
い
て
い
る
者
、

泣
く
の
を
じ
っ
と
我
慢
し
な
が
ら
目
を
真
っ
赤
に
し
て
い

る
者
、
全
員
が
複
雑
な
心
、
本
当
に
複
雑
な
心
境
で
あ
っ

た
。 

負
け
た
悔
し
さ
、
戦
い
が
終
わ
り
、
助
か
っ
た
と

思
う
安
堵
感
、
毎
日
死
と
隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
が
も
う
安

心
、
日
本
に
帰
ら
れ
る
等
、
本
当
に
複
雑
だ
っ
た
。 

  

そ
の
後
全
員
の
武
装
解
除
後
、
豪
軍
の
捕
虜
と
な
り
、

マ
サ
マ
サ
島
集
結
後
、
昭
和
二
十
一
年
厳
寒
の
二
月
、
破

れ
被
服
を
身
に
纏
い
祖
国
日
本
に
帰
還
し
た
。
呉
第
七
特

別
陸
戦
隊
一
千
四
百
の
内
三
百
人
を
数
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
部
隊
は
解
散
、
元
気
な
者
は
早
々
故
郷
に
帰

り
、
渡
辺
兵
曹
ほ
か
私
達
の
よ
う
な
負
傷
者
や
病
人
は
一

時
浦
賀
病
院
に
入
院
後
、
ば
ら
ば
ら
に
な
る
。 

 

私
は
国
立
東
京
第
二
病
院
整
形
外
科
病
棟
に
転
院
、
数

回
の
手
術
を
受
け
、
現
在
の
症
状
ま
で
回
復
し
て
退
院
、

故
郷
に
帰
る
も
手
の
不
自
由
の
た
め
に
色
々
と
苦
労
す
る
。

し
か
し
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
戦
場
で
体
験
し
た
苦
労
を
想
え
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ば
、
私
に
し
て
見
れ
ば
大
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

 

大
正
に
生
ま
れ
、
昭
和
に
戦
い
、
今
平
成
に
八
十
一
歳

で
生
き
る
喜
び
を
誰
か
に
伝
え
た
ら
よ
い
の
か
。
折
に
ふ

れ
想
い
出
す
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。
同

じ
地
球
上
に
住
み
、
同
じ
空
気
を
吸
う
人
間
が
英
知
を
出

し
合
え
ば
、
戦
争
な
ど
起
き
な
い
と
思
う
。
い
か
な
る
大

義
名
分
が
あ
っ
て
も
戦
争
は
二
度
と
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思

い
ま
す
。 

 

私
達
の
次
の
時
代
に
日
本
傷
痍
軍
人
会
、
戦
没
遺
族
会

等
、
こ
ん
な
会
が
で
き
ぬ
日
本
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
六
年
五
月
十
日
、
海
軍
志

願
兵
と
し
て
舞
鶴
海
兵
団
入
団
、
同
年
八
月
、
舞
鶴
鎮
守

府
第
一
特
別
陸
戦
隊
と
し
て
海
南
島
勤
務
を
経
て
、
昭
和

十
八
年
二
月
、
呉
第
七
特
別
陸
戦
隊
（
呉
七
特
）
の
戦
車

隊
員
と
し
て
参
加
し
、
同
年
四
月
、
中
部
ソ
ロ
モ
ン
群
島

方
面
に
展
開
す
る
。 

 

当
初
、
ラ
バ
ウ
ル
に
待
機
す
る
が
、
一
部
は
サ
ン
タ
イ

サ
ベ
ル
島
へ
、
第
一
中
隊
一
部
と
戦
車
隊
等
は
同
年
七
月

初
め
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
ブ
イ
ン
に
進
出
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
八
月
、
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
に
米
軍
上
陸
の
報

に
よ
り
、
総
勢
五
百
八
十
人
の
陸
海
部
隊
を
ベ
ラ
島
に
進

攻
す
る
こ
と
と
な
り
、
筆
者
も
対
空
機
銃
射
手
と
し
て
、

同
島
に
上
陸
す
る
。
こ
の
時
の
戦
闘
は
苦
闘
の
連
続
で
あ

り
、
食
糧
、
弾
薬
も
尽
き
、
補
給
も
な
く
、
海
軍
司
令
部

も
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
部
隊
玉
砕
や
む
な
し
と
決
定
、
全
員
戦
死

を
覚
悟
す
る
。 

 

し
か
し
筆
者
た
ち
は
、
中
部
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
撤
退
作

戦
に
お
い
て
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
な
ど
の
将
兵
一
万
有

余
が
成
功
裡
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
に
撤
退
し
た
こ
と
を
知

り
、
希
望
を
抱
い
た
と
い
う
。 

 

こ
の
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
も
補
給
が
断
絶
す
る
な
か
、

九
月
に
撤
収
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
作
戦
は
、
同
島

の
兵
力
一
万
二
千
人
を
ブ
イ
ン
方
面
に
、
舟
艇
約
百
隻
を

も
っ
て
輸
送
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
南
東
方
面
の
海
上
部

隊
と
航
空
部
隊
が
支
援
に
当
た
り
、
九
月
二
十
二
日
よ
り
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十
月
二
日
に
わ
た
っ
て
撤
退
輸
送
作
戦
を
完
遂
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
次
い
で
執
筆
者
の
記
録
す
る
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
の

撤
退
作
戦
が
あ
っ
た
。
支
援
す
る
海
軍
艦
艇
部
隊
は
、
同

島
の
西
方
海
面
に
お
い
て
敵
巡
洋
艦
及
び
駆
逐
艦
と
五
十

分
に
わ
た
る
激
戦
の
末
、
敵
艦
五
隻
を
屠
り
、
敵
巡
洋
艦

一
隻
の
み
が
退
避
す
る
と
い
う
戦
果
を
上
げ
、
我
が
方
の

損
害
は
駆
逐
艦
一
隻
に
止
ま
り
、
同
島
守
備
隊
の
岡
島
部

隊
と
称
さ
れ
た
五
百
八
十
九
人
が
ブ
イ
ン
に
収
容
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
一
人
が
執
筆
者
で
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
隊
は
解
散
、
原
隊
に
帰
り
、
そ
こ

で
よ
う
や
く
米
の
飯
を
口
に
す
る
事
が
で
き
た
と
い
う
。 

  

次
い
で
昭
和
十
八
年
十
一
月
末
、
今
度
は
チ
イ
セ
ル
島

に
進
攻
、
こ
こ
で
は
敵
砲
撃
等
を
受
け
る
も
損
害
は
な
く
、

昭
和
十
九
年
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
は
、
食

糧
の
不
足
、
補
給
の
皆
無
に
よ
り
自
活
態
勢
の
確
立
が
重

要
と
な
り
、
ま
た
、
栄
養
失
調
の
隊
員
が
続
出
、
熱
帯
特

有
の
悪
性
マ
ラ
リ
ア
で
戦
病
死
す
る
隊
員
も
日
を
追
っ
て

増
加
す
る
状
況
と
な
り
、
こ
の
頃
よ
う
や
く
自
活
の
た
め

の
焼
畑
農
園
が
開
墾
さ
れ
る
。 

 

こ
う
し
て
苦
し
い
ブ
イ
ン
で
の
生
活
と
病
魔
等
と
の
戦

い
が
続
い
て
い
た
頃
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
「
タ
ロ
キ
ナ
」

方
面
で
第
六
師
団
が
ブ
イ
ン
方
面
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
昭
和
二
十
年
五
月
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
決
戦
態

勢
が
決
定
し
た
。
呉
七
陸
戦
隊
も
チ
イ
セ
ル
島
の
全
部
隊

も
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
「
ナ
カ
ロ
」
地
区
に
農
園
を
確
保

し
な
が
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
塹
壕
を
掘
り
決
戦
に
備
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
時
の
状
況
を
執
筆
者
は
『
半
病
人
や
右
手
が
全
然

曲
が
ら
ず
小
銃
を
持
て
な
い
私
や
兵
隊
は
、
敵
戦
車
に
対

し
体
当
た
り
攻
撃
す
る
対
戦
車
攻
撃
隊
編
成
分
隊
長
と
な

り
、
渡
辺
上
水
ほ
か
元
気
に
農
園
作
業
に
従
事
で
き
ぬ
兵

六
人
が
対
戦
車
地
雷
、
あ
る
い
は
手
榴
弾
を
二
つ
束
ね
、

連
日
戦
車
に
突
撃
す
る
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
た
』

と
実
情
を
記
録
し
て
い
る
。 




